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１ ．はじめに  
近年、石油資源枯渇や地球温暖化

の防止対策として、植物を原料とし
た プ ラ ス チ ッ ク の 有 効 利 用 が 注 目
されています。その中でポリ乳酸は、
安定供給、低価格化などの面で最も
期待される材料です。し か し 、ポ リ
乳 酸 繊 維 は 強度、耐摩耗性などの機
械的性能が低い、剛性が高く柔軟性
に欠けるなどの理由により、利用が
あ ま り 進 ん で い ま せ ん 。 こ の た め 、
共 重 合 反 応 な ど の ア ロ イ 化 に よ っ
てポ リ 乳 酸 を 改 質 し 、そ の 物 性 を 向
上 さ せ る こ と が 技 術 課 題 と な っ て
い ま す 。  
そこで、当センターでは (独 )産業

技術総合研究所、㈱シーエンジと共
同で、ポリ乳酸系共重合体が製造可
能 な 反 応 押 出 成 形 装 置 の 開 発 に 取
り組んできました。  
 
２．反応押出成形装置の開発  
開 発 し た 反 応 押 出 成 形 装 置 を 写

真１に示します。この装置では共重
合 反 応 な ど の 化 学 反 応 と 合 成 さ れ
た 共 重 合 体 の 押 出 成 形 が 同 時 に 行
え る よ う に ２ つ の 押 出 機 が 直 列 に
連結されています。原料、触媒など
は真空ホッパーから投入され、１次  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
反 応 部 か ら 混 合 ホ ッ パ ー 部 に 送 り
込まれます。混合ホッパーでは、液
状 モ ノ マ ー や 触 媒 な ど を 添 加 す る
ことができ、２次反応部で攪拌、重
合反応が行えます。２次反応部で得
られた重合体は、３次反応部である
単軸押出機に供給され、繊維形状や
フ ィ ル ム 形 状 に 成 形 す る こ と が 可
能となります。  
本装置は、既存の溶融紡糸製造ラ

インに取り付けることができ、装置
設置のコストも少なく、さらに、最
適な原料を選択することにより、要
求される物性を持つ乳酸系プラスチ
ック製品を、多品種少量で製造でき
る特徴があります。  
 
３．ＰＬＡ／ＰＣＬ共重合体の製造  
開 発 し た 反 応 押 出 成 型 装 置 を 用

い て 、 乳 酸 （ LA)／ カ プ ロ ラ ク ト ン
（ CL）共重合体の製造を試みた結果
を表 1 に示します。  
得 ら れ た 共 重 合 体 は 仕 込 み の CL

組 成比とほぼ同様の CL 組 成比を有
しており、また、CL 添 加量の増加に
つれて、引張弾性率、曲げ剛性が低
下ました。 CL と LA と の共重合体を
反 応 押 出 装 置 を 用 い て 製 造 す る こ
とにより、ポリ乳酸の硬くてもろい
と い う 欠 点 を 改 善 で き る こ と が わ
かりました。  
今 回 開 発 を 行 っ た 反 応 押 出 成 形

装置は、これまで実験室レベルでし
か 行 う こ と が で き な か っ た 共 重 合
反 応 な ど の 化 学 反 応 を 装 置 内 で 行
うことを可能としました。当センタ
ーでは本装置を活用して、各種製品
用 途 に 合 致 す る よ う な 生 分 解 プ ラ
ス チ ッ ク 製 品 の 生 産 技 術 に 関 す る
研究を進めていきます。

 

仕込 CL 
(w%) 

組 成 CL 比
(Mol%) 

分 子量  
引張応力
(MPa) 

引 張弾性率  
(MPa) 

曲 げ剛性
(gf･cm) 

0 0 67,600 54.9 3490 12.0 

10 11.5 35,800 42.3 1950 10.6 

20 22.3 37,600 32.3  550 2.5 
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表１．ＬＡ／ＣＬ共重合体の物性  
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